
平成27年度の主な事業 主な事業を「人々の元気」「産業の元気」「くらしの元気」「まちの元
気」「みんなの元気」の５つの政策の柱に沿って紹介します。
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平成27年度総予算
3,683億7,217万9千円
後期高齢者
　　　医療
看護学校
東口駐車場
用地取得
交通共済
西口駐車場
学童共済

区画整理
 2.0％
下水道
 3.7％
小型自動車5.7％

病院5.6％
水道4.6％

一般会計
47.8％

国民健康保険
20.0％

介護保険
8.9％

総予算
3,683億

7,217万9千円

企業会計
10.2％

1.7％

42.0％

特
別

会
計

　一般会計の総額は、1千761億8千万円（前年度対比1.7％増）となりました。
　特別会計の総額は、1千547億2千817万9千円（前年度対比7.1％増）です。これは、国民健
康保険会計の共同事業拠出金、介護保険会計の保険給付費、また下水道事業会計の事業費等を
増額する一方で、小型自動車競走会計の競走開催収入などを減額したことによるものです。
　企業会計総額は374億6千4百万円（前年度対比6.7％減）で、全ての会計を合わせた総予算
額は、3千683億7千217万9千円（前年度対比2.9％増）となりました。

予算規模

新たにすすめる施策

子育て支援対策事業（赤ちゃんにっこり応援事業）
中学校等空調機設置事業
新市立高等学校建設事業
民間保育所運営費
公立保育所改築事業
小中学校改築事業

　待機児童解消を目指した保育
所などの定員拡充、0歳児の保護
者を対象に子育て費用の一部を
応援金として支給する「赤ちゃん
にっこり応援事業」の創設など、
子育て環境の充実を図ります。ま
た、出産・子育てしやすい環境づ
くりや、子どもや若者の健全な育
成のために「子ども部」を新設し
ます。

の元気
～人を育み誰もが生き活きと活躍できる元気なまちへ～

市産品フェア事業
中小企業資金融資事業

～新時代に対応した戦略的な
産業振興による元気なまちへ～

青木町公園総合運動場庭球場人工芝改修事業
公共施設等総合管理計画策定事業
新庁舎建設基本構想・基本計画策定事業
歴史自然公園整備事業

～うるおいと賑わいのある元気なまちへ～

市民との協働推進事業
拉致問題啓発事業

～みんなの知恵と力で
温もりのある元気なまちへ～

保健所準備事業
生活困窮者就労準備支援・自立相談支援・学習援助事業
火葬施設整備事業
子ども医療費支給事業
成年後見制度利用促進事業

～生涯をとおして安全・安心にくらせる元気なまちへ～

子育て・保育環境の充実
　10月にSKIPシティで「市産品
フェア」を開催し、鋳物や機械、安
行の植木や花きなど、伝統と文化
に培われた「川口ブランド」を国
内外に広くＰＲすることで、市内
企業の振興と地域経済活性化を
図ります。また、市内企業や市産
品の情報を提供して公共工事に
市産品を活用することで、市内で
経済の循環を生じさせ、地域の元
気を目指します。

市内企業の振興と
地域経済活性化

　平成28年度の夏季までに全て
の小中学校と幼稚園にエアコン
を設置し、児童・生徒の健康と学
習に集中できる良好な環境を守
ります。平成27年度は主に中学校
と幼稚園に設置していきます。

小・中学校と幼稚園へ
エアコン設置

人 々 の元気産 業
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新規
新規

新規

新規
新規

拡充

新規
新規

拡充

分担金及び負担金
地方譲与税
財産収入
地方特例交付金
配当割交付金
利子割交付金
自動車取得税
交付金

繰越金 1.4％
地方交付税 2.3％
繰入金 2.3％
諸収入 3.0％
使用料及び
手数料
3.4％
地方消費税
交付金
3.7％

議会費
0.6％
農業費
0.5％
商工費
0.5％
労働費
0.3％

消防費 3.2％

総務費
7.6％

衛生費
8.4％

公債費
8.7％

土木費
10.7％

教育費
14.3％

民生費
45.1％

2.0％

国庫支出金
18.3％

市税
51.2％市債 7.0％

県支出金
 5.4％

予備費
0.1％
諸支出金
0.0％

歳 出
1,761億
8,000万円

歳 入
1,761億
8,000万円

交通安全対策
特別交付金
株式等譲渡
所得割交付金
ゴルフ場利用税
交付金
寄附金

一般会計　歳入　歳出　1,761億8,000万円
　一般会計は、埼玉高速鉄道株式会社への出資、貸付を行わないことなどから土木費を約17億1千5百万円減額する一
方、新市立高等学校の建設や小中学校の改築などのために教育費を約38億9千万円増額とし、全体で29億5千万円の増
額となりました。歳入は、市税を約24億2千万円、地方消費税交付金を10億円の増額と見込んだものの、財源が不足
するため、各基金からの繰入金を約40億7千万円計上して財源を確保しました。
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所得割交付金
ゴルフ場利用税
交付金
寄附金

一般会計　歳入　歳出　1,761億8,000万円
　一般会計は、埼玉高速鉄道株式会社への出資、貸付を行わないことなどから土木費を約17億1千5百万円減額する一
方、新市立高等学校の建設や小中学校の改築などのために教育費を約38億9千万円増額とし、全体で29億5千万円の増
額となりました。歳入は、市税を約24億2千万円、地方消費税交付金を10億円の増額と見込んだものの、財源が不足
するため、各基金からの繰入金を約40億7千万円計上して財源を確保しました。


